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東日本大震災の復興支援への取組み状況の報告
報告日：平成23年8月6日　(第　報）
	支部・部会・実行委員会・登録グループ名

東北本部

	責任者名／報告者名

幹事・防災研究会代表　齋藤　明

	取組みの状況（報告済み～７月末までの検討状況、予定等含む）2,000字以内

１．中間報告～７月末までの取組みについて
（1）東日本大震災復興シンポジウム（第1回　技術士：実務担当者からの報告）の開催
○日　時：平成23年7月23日（土）13：30～16：45　○場　所：仙台KKRホテル

○参　加：約100名

①基調講演：（仮題）個人のリスクマネージメント　今西 肇 氏（東北工業大学　教授、技術士）

②技術士からの報告（復興事業に携わった会員技術士から）

1. 宅地地盤の被災と復旧　　　　　　　　 佐藤　真吾（復建技術コンサルタント）

2. 市街地の復興パターン

　　斎藤　　明（オオバ）

3. 下水道終末処理場の被災と復旧
　　氏家　　敦（日本上下水道設計）

4. 漁港施設の被災と復旧

    高田　　清（日本工営）

5. 国道45号の津波浸水被害状況　　　
　　濱中　拓郎（日本工営）

6. 建築設備の被害


　　赤井　仁志（ユアテック）

③パネルディスカッション  コーディネータ　今西　肇　氏（東北工業大学　教授、技術士）
（2）緊急公開シンポジウム（大災害からの復興とケア　米国と日本の比較から考える
○日　時：平成23年7月19日（火）12：00～14：30　○場　所：（株）ユアテック

○参　加：約80名

①基調講演：防災政策の提案　吉川 謙造 氏（元東北工業大学教授（工学部年マネージメント学科）公益社団法人日本技術士会東北本部長）

　　　　　　ハリケーン・洪水後の復興計画と杭火災建築の試み　中村　光太郎　氏（サンディエゴ州立大学 美術・デザイン・美術史学科 准教授、ローズリング中村寺田建築事務所）

②ディスカッション（日本での復興計画とケアに米国から学ものは？）

コーディネータ　  　　 　　　　　　　　 赤井　仁志（ユアテック）

事前以来発言者　　                     折田　寛彦（元仙台高等専門学校教授）


　　斎藤　　明（オオバ）

高柳　乃彦（大日本コンサルタント）

司会

    　　　　　　　　滝上　忠彦（復建技術コンサルタント）

２．今後の支部・部会としての取組みについて

＊シンポジウム、被災自治体との意見交換、復旧・復興支援調査での活動予定等を記載ください。

東日本大震災復興シンポジウム
第2回　産学官からの報告（10～11月）

第3回　技術士会からの提言


添付資料
外部公表が可能な東日本大震災取組み報告会等の資料がありましたら添付ください。

資料‐１　部会・支部での東日本大震災取組み報告会資料

資料‐２　部会・支部での東日本大震災取組み報告会のパワーポイント　　等
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